




What Strategies of Study-time Allocation do Students Have Depending on the 










われてきた（e.g., Nelspn & Leonesio, 1988）。そし
て，これまでの研究により，学習時間配分に関する
3つの理論モデルが示された。1つは「ズレ低減モ



























































































のかを記入させた [ 総量配分方略 ]。次に，質問紙
上に描かれた10分間の流れを表す矢印線に対応さ
せて，どのように学習時間を配分していくのかを記












































































































































































名（74.5%） で， 変 化 さ せ な か っ た 人 数 の39名
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